
と
お
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
縦
覧
書
類
　
換
地
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間
　
平
成
二
十
九
年
五
月
十
六
日
か
ら
同
年
六
月
十
二
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所
　
南
ア
ル
プ
ス
市
役
所

四
　
審
査
請
求
期
間
　
平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日
か
ら
同
月
二
十
七
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
六
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
六
月
五
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

一
般
国

四
百
十
一
号
　
甲
州
市
塩
山
上
萩
原
字
萩
原
山
四
七

一
四
一
・
六

平
成
二
十
九

道

八
三
番
一
地
先
か
ら
　

年
五
月
十
五

甲
州
市
塩
山
上
萩
原
字
萩
原
山
四
七

日

八
三
番
一
地
先
ま
で

公
　
　
　
告

●

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

条
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

通
知
の
内
容
を
身
延
町
役
場
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

目
　
　
　
次

告
　
　
　
示

○
換
地
計
画
の
決
定
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
七
五

○
道
路
の
供
用
開
始
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
七
五

公
　
　
　
告

○
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知
（
三
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
七
五

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
七
九

そ
　
の
　
他

○
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
八
二

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
百
六
十
六
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
（
落
合
・
湯
沢
地
区
湯
沢
１
工
区
）
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
次
の

と
お
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
縦
覧
書
類
　
換
地
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間
　
平
成
二
十
九
年
五
月
十
六
日
か
ら
同
年
六
月
十
二
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所
　
南
ア
ル
プ
ス
市
役
所

四
　
審
査
請
求
期
間
　
平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日
か
ら
同
月
二
十
七
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
六
十
七
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
（
落
合
・
湯
沢
地
区
湯
沢
２
工
区
）
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
次
の

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
九
十
六
号
　
　
平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

三
七
五

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
九
年

五
月
十
五
日

第
二
千
六
百
九
十
六
号

月　曜　日



南
巨
摩
郡
身
延
町
一
色
字
大
子
五
〇
二
九
、
五
〇
三
二
、
五
　
依
田
勇
、
古
屋
彦
一

〇
三
三

南
巨
摩
郡
身
延
町
古
関
字
ウ
ト
ウ
久
保
三
六
四
七
　

土
橋
左
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
古
関
字
大
下
三
六
四
三
、
字
北
河
境
三
七

赤
池
菊
松

〇
五

南
巨
摩
郡
身
延
町
古
関
字
大
下
三
六
四
四
　

赤
池
小
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
三
沢
字
楠
田
四
四
七
四
　

小
林
五
雄

南
巨
摩
郡
身
延
町
三
沢
字
楠
田
四
五
一
六
　

今
村
嘉
文

南
巨
摩
郡
身
延
町
車
田
字
今
井
一
六
四
二
　

土
橋
ゆ
み
の

南
巨
摩
郡
身
延
町
車
田
字
今
井
一
六
四
四
　

土
橋
と
も
志

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

身
延
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

身
延
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

四

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
予
定
の
告
示
　
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
三
日
山
梨
県
告
示
第

六
十
七
号

●

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

条
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

通
知
の
内
容
を
身
延
町
役
場
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
栃
戸
二
五
七
〇
の
二
　

浅
井
●
隆

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
栃
戸
二
五
八
三
の
二
　

佐
野
徳
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
栃
戸
二
六
〇
三
　

佐
野
時
晴

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
栃
戸
二
六
〇
四
　

佐
野
武
敏

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
五
三
、
二
五
五
四

若
尾
●
作
、
深
澤
太
朗

南
巨
摩
郡
身
延
町
八
日
市
場
字
大
子
山
一
五
二
三
　

望
月
伴
六

南
巨
摩
郡
身
延
町
八
日
市
場
字
大
子
山
一
五
七
九
か
ら
一
五

山
下
朝
治

八
一
ま
で
、
字
楜
桃
草
里
一
二
一
八
、
一
二
四
七
、
一
二
四

八
、
一
二
五
〇

南
巨
摩
郡
身
延
町
八
日
市
場
字
楜
桃
草
里
一
二
一
九
　

望
月
仁
司

南
巨
摩
郡
身
延
町
八
日
市
場
字
楜
桃
草
里
一
二
二
〇
　

望
月
喜
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
寺
沢
字
下
沢
奥
三
〇
九
九
、
字
上
沢
奥
三
　
佐
野
芳
男

〇
一
四
、
三
〇
一
五
、
三
〇
一
六
の
二

南
巨
摩
郡
身
延
町
寺
沢
字
上
沢
奥
二
八
八
五
　

樋
川
●
一

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
九
十
六
号
　
　
平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日

三
七
六



南
巨
摩
郡
身
延
町
寺
沢
字
上
沢
奥
二
九
〇
一
、
二
九
〇
四
、

佐
野
六
朗

二
九
〇
六

南
巨
摩
郡
身
延
町
寺
沢
字
上
沢
奥
二
九
二
七
か
ら
二
九
二
九
　
遠
藤
泰
明
、
河
西
與
左
エ
門

ま
で
、
二
九
二
九
の
二
、
三
〇
一
三

南
巨
摩
郡
身
延
町
寺
沢
字
上
沢
奥
二
九
四
九
、
二
九
五
一
　

松
田
具
重

南
巨
摩
郡
身
延
町
寺
沢
字
上
沢
奥
二
九
五
六
　

天
野
貫
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
寺
沢
字
上
沢
奥
二
九
五
九
、
二
九
八
一
、

松
田
功

二
九
八
二

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
神
屋
沢
一
五
一
七
の
内
一
　

望
月
安
積

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
腰
巻
一
三
三
六
の
一
　

佐
野
信

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
成
山
三
六
〇
〇
　

古
川
長
市
、
古
川
万
治
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
平
須
字
石
倉
二
八
八
四
　

神
宮
寺
傅
治
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
平
須
字
石
倉
二
八
八
七
　

神
宮
寺
茂

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
滝
平
三
一
七
八
、
三
一
七
九
　

常
葉
隆
重

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
滝
平
三
一
八
〇
　

佐
藤
勝
良

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
滝
平
三
一
八
二
　

佐
野
勝
良

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
滝
平
三
二
一
〇
　

我
妻
次
男

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
滝
平
三
二
一
一
、
三
二
一
三
　

千
代
時
義

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
滝
平
三
二
一
四
　

大
野
三
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
伊
沼
字
松
木
平
六
四
九
、
六
五
〇
　

深
澤
龍
子

南
巨
摩
郡
身
延
町
伊
沼
字
松
木
平
六
五
一
　

深
沢
宗
太
朗

南
巨
摩
郡
身
延
町
伊
沼
字
松
木
平
六
五
四
　

佐
野
良
直

南
巨
摩
郡
身
延
町
伊
沼
字
松
木
平
六
五
七
か
ら
六
六
〇
ま
で

深
沢
お
富

南
巨
摩
郡
身
延
町
伊
沼
字
松
木
平
六
六
六
　

佐
野
寅
藏

南
巨
摩
郡
身
延
町
伊
沼
字
松
木
平
六
六
七
、
六
六
七
の
二
　

村
松
か
つ
の

南
巨
摩
郡
身
延
町
伊
沼
字
松
木
平
六
七
四
の
二
、
六
七
五
　

若
尾
嘉
代
子

南
巨
摩
郡
身
延
町
平
須
字
堰
入
九
一
一
、
字
清
水
沢
一
二
五

幡
野
義
信

一
の
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
平
須
字
堰
入
九
一
三
　

深
沢
傅
重

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
観
音
堂
二
〇
三
二
の
一
、
二
〇
三
　
望
月
秀
男

二
の
三
、
二
〇
三
六
か
ら
二
〇
三
八
ま
で

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
観
音
堂
二
一
〇
七
、
二
一
〇
七
の

望
月
キ
ノ
エ

内
一
、
二
一
一
一
、
二
一
一
一
の
内
一
、
字
将
賢
林
二
〇
二

七
、
二
〇
二
九
の
一
、
二
〇
二
九
の
内
一
、
二
〇
三
〇
、
二

〇
三
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
観
音
堂
二
一
五
八
、
二
一
五
九
　

望
月
信
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
観
音
堂
二
一
六
四
、
二
一
六
八
、

遠
藤
藤
之
助

二
一
七
三

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
観
音
堂
二
一
六
五
　

遠
藤
ト
ヨ
ジ

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
九
十
六
号
　
　
平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日

三
七
七



南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
観
音
堂
二
一
六
五
の
内
一

遠
藤
熊
治
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
観
音
堂
二
一
六
七
、
二
一
七
三
の
　
遠
藤
勝
久

二南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
塩
沢
二
四
二
一
　

川
崎
覺
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
塩
沢
二
四
三
一
　

土
橋
兼
治
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
塩
沢
二
四
三
二
、
二
四
三
四
　

川
崎
登

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
塩
沢
二
四
六
三
、
字
山
王
羽
根
二

栗
林
英
明

五
二
七
、
二
五
二
八

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
塩
沢
二
四
七
七
　

佐
野
富
治

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
塩
沢
二
四
七
八
　

土
橋
玉
作

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
一
五
、
二
五
一
五

佐
野
ス
ミ
子

の
内
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
二
九
、
二
五
三
〇

望
月
君
江

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
三
三
　

深
澤
仁
三
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
三
四
　

平
林
小
三
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
四
〇
　

望
月
小
太
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
四
二
　

小
林
安
二
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
四
三
、
二
五
四
三

千
葉
糸
子

の
内
一
、
二
五
四
三
の
内
二

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
四
四

東
京
プ
ラ
ツ
ト
製
靴
株
式
会
社

南
巨
摩
郡
身
延
町
八
日
市
場
字
楜
桃
草
里
一
二
一
七
、
一
二

望
月
英
雄

四
四
か
ら
一
二
四
六
ま
で

南
巨
摩
郡
身
延
町
古
長
谷
字
下
ノ
原
七
一
か
ら
七
四
ま
で
　

菊
池
勇
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
腰
巻
一
三
六
五
　

星
野
定

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

身
延
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

身
延
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

四

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
予
定
の
告
示
　
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
三
日
山
梨
県
告
示
第

六
十
八
号

●

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

条
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

通
知
の
内
容
を
身
延
町
役
場
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
九
十
六
号
　
　
平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日

三
七
八



南
巨
摩
郡
身
延
町
熊
沢
字
宮
ノ
脇
三
六
五
　

伊
藤
淳
二

南
巨
摩
郡
身
延
町
熊
沢
字
宮
ノ
脇
三
八
一
、
字
樋
坪
三
六
四

伊
藤
角
藏

南
巨
摩
郡
身
延
町
熊
沢
字
宮
ノ
脇
三
八
四
　

伊
藤
重
蔵
、
伊
藤
金
藏

南
巨
摩
郡
身
延
町
熊
沢
字
宮
ノ
脇
四
二
八
　

伊
藤
金
藏
、
伊
藤
永
吉

南
巨
摩
郡
身
延
町
熊
沢
字
宮
ノ
脇
三
八
五
の
一
、
三
八
五
の

神
明
社

四南
巨
摩
郡
身
延
町
熊
沢
字
宮
ノ
脇
三
八
五
の
三
　

伊
藤
誠

南
巨
摩
郡
身
延
町
熊
沢
字
宮
ノ
脇
四
四
六
　

伊
藤
芳
雄

南
巨
摩
郡
身
延
町
熊
沢
字
樋
坪
三
二
九
　

伊
藤
文
吉

南
巨
摩
郡
身
延
町
一
色
字
大
子
五
一
三
五
の
一
、
五
一
三
五

近
藤
忠
雄
、
内
藤
喜
照
、
内
藤
眞
、

の
二
、
字
和
田
五
四
九
三
の
一
、
五
四
九
三
の
二
　

依
田
利
雄
、
近
藤
一
布
、
深
沢
章

一
、
依
田
勝
太
郎
、
佐
藤
信
雄
、

佐
野
喜
幸
、
佐
野
重
三
、
佐
野
美

之
、
依
田
勉
、
内
藤
民
一
、
春
沢

昿
憙
、
春
沢
盛
哉
、
春
沢
光
敏
、

春
沢
茂
吉
、
内
藤
清
一
、
内
藤
正

道
、
内
藤
芳
直
、
内
藤
保
、
内
藤

隆
義
、
内
藤
恒
吉
、
内
藤
武
忠
、

内
藤
基
春
、
内
藤
勝
正
、
内
藤
庚
、

依
田
●
春
、
依
田
昌
雄
、
佐
野
三

男
、
加
賀
美
道
治
、
小
林
孝
治
、

望
月
茂
、
内
藤
義
寛
、
内
藤
義
政
、

加
賀
美
悟
、
佐
野
元
藏
、
依
田
達

男
、
佐
野
壽
彦
、
萩
原
康
●
、
古

屋
昭
治
、
古
屋
喜
義
、
古
屋
明
、

古
屋
寛
作
、
古
屋
智
重
、
古
屋
章

忠
、
古
屋
健
男
、
古
屋
義
雄
、
依

田
理
恵
子
、
依
田
九
八
、
依
田
貢
、

依
田
眞
、
依
田
久
子
、
内
藤
和
平
、

内
藤
徳
重
、
内
藤
義
清
、
内
藤
末

子

南
巨
摩
郡
身
延
町
切
房
木
字
細
久
保
一
一
三
六

池
田
金
吾

南
巨
摩
郡
身
延
町
切
房
木
字
細
久
保
一
一
七
三

池
田
富
義

南
巨
摩
郡
身
延
町
杉
山
字
佐
藤
内
一
一
七
七
の
一
、
一
一
七

富
里
村
杉
山
負
債
整
理
組
合

七
の
四

南
巨
摩
郡
身
延
町
釜
額
字
寺
ノ
上
一
五
一
六

小
林
君
敏

南
巨
摩
郡
身
延
町
三
沢
字
仲
塚
一
六
六
三
の
乙

無
限
責
任
久
那
土
村
三
沢
第
三
負

債
整
理
組
合

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

身
延
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種
　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

身
延
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

四

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
予
定
の
告
示
　
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
三
日
山
梨
県
告
示
第

六
十
九
号

●

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
九
十
六
号
　
　
平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日

三
七
九



土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
竜
王

土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
が
退
任
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
●
　
　
　
　
　
斎

一
　
退
任

役
職
名

氏
　
　
名
　

住
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　

退
　
任
　
年
　
月
　
日

理
事

野
田
武

甲
斐
市
万
才
二
百
九
番
地
二

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

同

小
宮
山
長
庚

甲
斐
市
西
八
幡
千
百
四
番
地

同

同

飯
沼
堅
太
郎

甲
斐
市
吉
沢
七
百
六
十
四
番
地

同

同

保
坂
恒
光

甲
斐
市
富
竹
新
田
千
六
十
二
番
地

同

同

植
松
忠
久

甲
斐
市
玉
川
二
百
三
十
八
番
地

同

同

清
水
喜
代
栄

甲
斐
市
万
才
二
百
九
十
三
番
地
二

同

同

志
村
康
茂

甲
斐
市
西
八
幡
三
千
五
百
四
十
六

同

番
地

同

清
水
富
貴
雄

甲
斐
市
万
才
五
百
四
番
地

同

同

坂
本
一
之

甲
斐
市
富
竹
新
田
四
百
五
十
五
番

同

地

同

小
宮
山
千
代
三

甲
斐
市
竜
王
新
町
百
九
十
六
番
地

同

同

小
池
清
博

甲
斐
市
竜
王
千
八
百
七
十
五
番
地

同

一

同

佐
野
孝
志

甲
斐
市
竜
王
二
千
七
百
二
十
五
番

同

地
二

同

小
宮
山
敏
春

甲
斐
市
西
八
幡
千
百
五
十
番
地

同

監
事

長
谷
部
和
義

甲
斐
市
竜
王
千
九
百
四
十
三
番
地

同

同

鶴
田
重
雄

甲
斐
市
篠
原
九
百
七
十
二
番
地

同

同

樋
口
勝
征

甲
斐
市
玉
川
三
百
四
十
一
番
地

同

二
　
就
任

役
職
名

氏
　
　
名
　

住
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　

就
　
任
　
年
　
月
　
日

理
事

清
水
富
貴
雄

甲
斐
市
万
才
五
百
四
番
地

平
成
二
十
九
年
四
月
三
十
日

同

志
村
康
茂

甲
斐
市
西
八
幡
三
千
五
百
四
十
六

同

番
地

同

飯
沼
堅
太
郎

甲
斐
市
吉
沢
七
百
六
十
四
番
地

同

同

小
池
清
博

甲
斐
市
竜
王
千
八
百
七
十
五
番
地

同

一

同

金
丸
寛

甲
斐
市
竜
王
三
千
一
番
地

同

同

金
丸
等

甲
斐
市
篠
原
二
千
三
百
九
十
六
番

同

地

同

菊
島
芳
隆

甲
斐
市
篠
原
四
百
四
十
一
番
地

同

同

小
野
裕
実

甲
斐
市
富
竹
新
田
三
百
九
十
番
地

同

同

保
坂
恒
光

甲
斐
市
富
竹
新
田
千
六
十
二
番
地

同

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
九
十
六
号
　
　
平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日

三
八
〇



同

米
山
昇

甲
斐
市
竜
王
新
町
六
百
六
十
四
番

同

地
一

同

奥
野
辰
美

甲
斐
市
西
八
幡
七
百
二
十
二
番
地

同

同

三
井
昇

甲
斐
市
西
八
幡
二
千
七
百
十
八
番

同

地

同

小
宮
山
敏
春

甲
斐
市
西
八
幡
千
百
五
十
番
地

同

監
事

佐
野
孝
志

甲
斐
市
竜
王
二
千
七
百
二
十
五
番

同

地
二

同

鶴
田
重
雄

甲
斐
市
篠
原
九
百
七
十
二
番
地

同

同

加
々
美
英

甲
斐
市
玉
川
九
百
五
十
八
番
地

同

●

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
西
保

堰
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
が
退
任
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
●
　
　
　
　
　
斎

一
　
退
任

役
職
名

氏
　
　
名
　

住
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　

退
　
任
　
年
　
月
　
日

理
事
長

瀧
沢
博
道

山
梨
市
市
川
二
千
百
五
十
一
番
地

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

理
事

手
塚
俊
夫

山
梨
市
市
川
三
百
十
一
番
地

同

同

藤
井
一
男

山
梨
市
市
川
八
百
二
十
二
番
地

同

同

古
屋
富
士
夫

山
梨
市
市
川
千
百
八
番
地
一

同

同

金
井
典
美

山
梨
市
市
川
千
八
百
四
十
五
番
地

同

同

深
味
寿
雄

山
梨
市
北
四
百
九
十
四
番
地

同

同

雨
宮
た
つ
子

山
梨
市
北
六
百
八
十
三
番
地

同

同

辻
兵
部

山
梨
市
北
八
百
六
十
三
番
地

同

同

佐
々
木
文
彦

山
梨
市
西
二
千
百
十
九
番
地
一

同

同

佐
藤
美
仁

山
梨
市
西
四
百
二
番
地

同

同

坂
本
純
一

山
梨
市
西
六
十
六
番
地
一

同

監
事

手
塚
三
治
郎

山
梨
市
市
川
二
百
九
十
六
番
地
一

同

同

古
屋
初
男

山
梨
市
市
川
千
七
百
七
番
地

同

同

雨
宮
克
己

山
梨
市
北
百
六
十
四
番
地

同

同

小
原
政
仁

山
梨
市
西
二
千
五
百
九
十
一
番
地

同

七

二
　
就
任

役
職
名

氏
　
　
名
　

住
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　

就
　
任
　
年
　
月
　
日

理
事
長

上
野
寛
一

山
梨
市
市
川
三
百
九
十
四
番
地

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

理
事

丸
山
広
男

山
梨
市
市
川
千
八
百
七
十
八
番
地

同

一

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
九
十
六
号
　
　
平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日

三
八
一



同

市
川
栄
樹

山
梨
市
市
川
九
百
六
十
六
番
地

同

同

山
寺
淳

山
梨
市
市
川
千
百
十
番
地
七

同

同

塩
沢
昌
和

山
梨
市
市
川
千
五
百
五
十
六
番
地

同

同

古
屋
十
志
夫

山
梨
市
北
四
番
地

同

同

寉
田
学

山
梨
市
北
四
百
八
十
九
番
地

同

同

鶴
田
誠
司

山
梨
市
北
六
百
二
番
地
二

同

同

雨
宮
孝
二

山
梨
市
西
千
九
百
七
十
四
番
地

同

同

手
島
英
惟

山
梨
市
西
二
千
五
百
四
十
九
番
地

同

同

佐
藤
国
史

山
梨
市
西
千
二
百
二
十
五
番
地

同

監
事

古
屋
博

山
梨
市
市
川
千
九
百
三
十
八
番
地

同

同

金
丸
勇

山
梨
市
市
川
六
百
七
番
地

同

同

雨
宮
尚
二

山
梨
市
北
八
百
六
十
一
番
地

同

同

鈴
木
豊
一

山
梨
市
西
四
百
五
十
七
番
地

同

そ
　
の
　
他

●

山
梨
県
道
路
公
社
公
告
第
一
号

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日富

士
山
有
料
道
路
管
理
事
務
所
長
　
　
望
　
　
月
　
　
　
　
　
修

一
　
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
事
項

１
　
工
事
名
　
富
士
山
有
料
道
路
擁
壁
工
事

２
　
工
事
場
所
　
山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村
富
士
山
二
合
目
地
内

●
３
●
工
事
概
要
　
大
型
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
　
Ｈ
＝
六
・
一
〜
七
・
五
メ
ー
ト
ル
　
Ｌ
＝
三
十
九
メ
ー
ト

ル
　
Ａ
＝
二
百
九
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル
　
側
溝
工
　
Ｌ
＝
三
十
九
メ
ー
ト
ル

４
　
工
期
　
平
成
二
十
九
年
六
月
十
九
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
七
日
ま
で

５
　
予
定
価
格
　
七
千
九
百
十
一
万
円

二
●
入
札
参
加
資
格
申
請
の
受
付
期
間
　
平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
二
日
（
月
）
か
ら
同
月
二
十
六
日

（
金
）
ま
で
の
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の

休
日
を
除
く
日
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
た
だ
し
、
最
終
日
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
と

す
る
。

三
●
そ
の
他
　
詳
細
は
、
山
梨
県
道
路
公
社
富
士
山
有
料
道
路
管
理
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
配

布
す
る
一
般
競
争
入
札
公
告
、
設
計
図
書
等
に
よ
る
。（U

R
L

）http://subaruline.jp/

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
九
十
六
号
　
　
平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日

三
八
二

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番


